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１．問題意識―認知機能低下社会の到来

神経経済学と金融ジェロントロジー
　米国発の金融ジェロントロジーは、狭義には「高

齢者向けの資産形成支援サービスと商品開発」と

いう意味合いで使われることが多い。しかし、学

問的にとらえると、金融ジェロントロジーとは老

年学や脳神経科学などの研究分野の知見を生か

し、高齢者の心身の変化・特性に対応した経済活

動の支援、特に金融サービスや商品開発という学

際的かつ実務的な研究領域であると考えることが

できる。

　現在、日本が直面している超高齢社会とは、認

知機能が低下した人が増える社会と言い換えるこ

とができる。また同時に超高齢社会の一因である

長寿化社会とは、誰もが人生の最晩年で一定の期

間、認知機能の低下を経験する社会でもある。

　脳神経科学の経済活動への応用である神経経済

学は、加齢が経済行動に与える影響について多く

の知見を有している。本稿では、神経経済学の最

近の研究動向を紹介し、これらの知見を金融ジェ

ロントロジーにどのように生かすのか考えてみた

い。
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　神経経済学は加齢による脳機能等の変化が経済活動に関する意思決定に与える影響を明らかにしつつある。本
稿では神経経済学の研究動向をレビューし、その知見を金融ジェロントロジーに生かすことを提案する。
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加齢が意思決定に与える影響
―神経経済学と金融ジェロントロジーの視点から―


